
⽇ 本 マ ス ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 学 会  第 37 期 第 2 回 研 究 会 （ 次 世 代 委 員 会 企 画 ）  

外 国 ⼈ 留 学 ⽣ は ⽇ 本 の メ デ ィ ア 、 ジ ャ ー ナ リ ズ ム 研 究 を い か に 変 え る か  
― 研 究 環 境 の 課 題 を 踏 ま え て ―  

 

⽇ 時 ： 2019 年 12 ⽉ 14 ⽇ （ ⼟ ） 14:00〜 17： 00（ 13:30 開 場 ）  

場 所 ： 上 智 ⼤ 学  四 ⾕ キ ャ ン パ ス  2 号 館 5 階 508 号 室  

 https://www.sophia.ac. jp/jpn/info/access/accessguide/access_yotsuya.html  

共 催 ： 上 智 ⼤ 学 メ デ ィ ア ・ ジ ャ ー ナ リ ズ ム 研 究 所  

 

報 告 者 ： 沈 霄 虹 （ 上 智 ⼤ 学 ）  

討 論 者 ： 賈 曦 （ ⻑ 崎 県 ⽴ ⼤ 学 ）、 王 冰 （ 北 海 道 ⼤ 学 ）  

    王 楽 （ 東 京 ⼤ 学 ⼤ 学 院 ）、 申 周 和 （ ⽴ 教 ⼤ 学 ⼤ 学 院 ）、 ア ル ン ・ デ ソ ー ザ （ 上 智 ⼤ 学 ⼤ 学 院 ）  

司 会 者 ： 国 枝 智 樹 （ 上 智 ⼤ 学 ）  

 

 ⽇ 本 政 府 の 留 学 ⽣ 受 け ⼊ れ 計 画 に と も な い 、 21 世 紀 に ⼊ っ て 外 国 ⼈ 留 学 ⽣ の ⼈ 数 が 急 増 し て い る 。 ⽇

本 学 ⽣ ⽀ 援 機 構（ JASSO）に よ れ ば 、2018 年 5 ⽉ 1 ⽇ 時 点 の 留 学 ⽣ 数 は 298,980 ⼈（ 前 年 ⽐ 12.0%増 ）、

出 ⾝ 地 域 別 に み れ ば 、 ア ジ ア 地 域 か ら の 留 学 ⽣ が 93.4％ 、 欧 州 ・ 北 ⽶ 地 域 か ら の 留 学 ⽣ が 4.5％ と な っ

て い る 。 そ の う ち ⼤ 学 院 ⽣ は  50,184 ⼈ （ 前 年 ⽐ 8.2％ 増 ） で あ り 、 そ の 割 合 が 上 昇 し て い る の が 近 年 の

特 徴 の ひ と つ で あ る 。 そ し て 多 く の 留 学 ⽣ が 来 ⽇ 後 、 社 会 学 や メ デ ィ ア ・ ジ ャ ー ナ リ ズ ム 系 （ 以 下 、 メ

デ ィ ア 系 ） の ⼤ 学 院 に 進 学 す る こ と を 選 ん で い る 。  

 そ れ に と も な っ て 、 ⽇ 本 マ ス ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 学 会 におけ る 外 国 ⼈ 研 究 者 の存在感も⾼ま っ て い

る 。具体的に み る と 、 2001 年 1 ⽉ か ら 2017 年 7 ⽉ ま で『マ ス ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 研 究』に掲載され

た投稿論⽂ 197 本 の う ち 、 外 国 ⼈ 研 究 者 の 論⽂は 29 本 で全体の 15％ を占めて い る 。 また、過去 5 年間

の 学 会 ⼤ 会 におけ る個⼈発表の う ち 、 3 割 以 上 を 外 国 ⼈ 研 究 者 が占めて い て 、 そ のほと んどが博⼠後 期

課程の在籍者 で あ る 。  

 また、 メ デ ィ ア 系 の ⼤ 学 院 に は 、中国 ⼈ 留 学 ⽣ の 割 合 が⾼い と い う 特 徴 が あ る 。 メ デ ィ ア 系 ⼤ 学 院 に

おけ る修⼠論⽂提出 者 の 出 ⾝ 地 を⾒る と 、 上 智 ⼤ 学 ⼤ 学 院⽂学 研 究科新聞学専攻におけ る中国 ⼈ 留 学 ⽣

の 割 合 は 48％ に達し て い る （ 2001〜 2017 年度）。 そ の⼀⽅で 近 年 、 メ デ ィ ア 系 ⼤ 学 院 の博⼠後 期 課程に

進 学 を希望す る ⼤ 学 院 ⽣ は 、全体的に み て減少傾向に あ る 。  

 以 上 の よ う な現状を背景と し て 、 本 研 究 会 で は まず、 沈 霄 虹 会 員 が メ デ ィ ア 系 ⼤ 学 院 におけ る 外 国 ⼈

留 学 ⽣ を取り巻く 研 究 環 境 や 教育環 境 の現状を 報 告 したう え で 、今後 の展望を シ ンポジウム形式で議論

す る 。 討 論 者 は 、 メ デ ィ ア 系 ⼤ 学 院 で専任教 員 と し て働く 2 名の中国 ⼈ 研 究 者 と 、博⼠課程に在籍す る

3 名の 外 国 ⼈ 留 学 ⽣（中国 、韓国 、インド出 ⾝ ）で あ る 。次 世 代 の 外 国 ⼈ 研 究 者 が ⽇ 本 で活躍し 、メ デ ィ

ア 研 究 や ジ ャ ー ナ リ ズ ム 研 究 を活性化し て い くために はどう したら い い か 、具体的に考え て いきたい 。  

 本 研 究 会 はどなたで もご参加いただけ ま す（事前 申 し込み不要、参加無料）。ふる っ てお越し ください 。  

 


